
ＤＭＥ自動車は様々な団体・組織や企業によって実用化へ向けての研究開発が進められています。
ＤＭＥ自動車普及推進委員会では、これらの成果をさらに発展させ、実用化への積上げを実践します。
①いすゞエルガ・ミオ ：1998年 いすゞ中央研究所が開発。ＦＥスチール内で構内バスとして走行した。コモンレール
②いすゞエルフ ：1998年 ＪＦＥが独自に開発し、2002年に国交大臣認定車第１号 列型噴射
③日野ハイブリッドバス：2003年 NEDOのエース事業で、開発した大型バス。現在、再整備して2007年12月に上海で展示予定。
④三菱ふそうキャンター：2003年 JOGMEC研究開発事業 産総研、岩谷産業等が開発。国交大臣認定車第２号 分配型
⑤三菱ふそうローザ ：2003年 JOGMEC研究開発事業 産総研、岩谷産業等が開発。国交大臣認定車第３号 分配型
⑥いすゞフォワード ：2004年 JOGMEC研究開発事業 ＤＭＥ自動車実用化研究開発グループで開発したＧＶＷ８トン中型
新潟･つくば･横浜間の長距離走行試験を実施した。国交大臣認定車第４号。列型噴射

⑦いすゞエルフ ：2005年 いすゞ中央研究所が開発。コモンレール噴射システム搭載のクレーン付ＤＭＥ中型トラック。
制作はJOGMEC研究開発事業として実施。神奈川県ＤＭＥ普及促進モデル事業が設置した充填ステーションで実用走行中。
国交大臣認定車第５号
⑧日産ディーゼルコンドル： 2004年 国土交通省/次世代低公害車開発促進プロジェクトで(独)交通安全環境研究所
と日産ディーゼル工業㈱が開発した大型トラック ＧＶＷ20トン・列型噴射システム。国交大臣認定車第７号

⑨いすゞエルフ ：2006年 (独)交通安全環境研究所がいすゞエルフの列型をベースにボッシュとE改造した車両。列型。
2006年5月末に国交大臣認定車第６号

⑩日産ディーゼルコンドル： 2007年 国交省/次世代低公害車開発促進プロジェクトで⑧を改良した散水車。国交大臣認定車第８号
⑪いすゞエルフ ：2007年 いすゞ中央研究所が開発した小型ＤＭＥトラック。コモンレール。国交省/次世代低公害車開発促進プロ
ジェクトへデータの提供を行っている。 国交大臣認定車第９号

日本のＤＭＥ自動車ラインナップ

岩谷産業株式会社、株式会社いすゞ中央研究所、トタルDMEジャパン、豊田通商株式会社、中央精機株式会社、
カグラベーパテック株式会社、ＪＦＥホールディングス株式会社、トキコテクノ株式会社、株式会社宮入バルブ製作所、
株式会社ニヤクコーポレーション、出光興産株式会社、株式会社ハマイ、
日本ＤＭＥ株式会社（三菱ガス化学株式会社・伊藤忠商事株式会社）、現在、伊藤忠商事株式会社が加入の手続き中
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ＤＭＥ自動車普及推進委員会 DMEVPC (DME VEHICLE PROMOTION COMMITTEE)
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中国上海で
初のＤＭＥ大型路線

バス試作車
（2005年5月）

連絡先・事務局：株式会社ＮＥＲＣ 東京支所 〒151－0053 東京都渋谷区代々木1-36 代々木駅前ビル6階 TEL 03-3374-0841 FAX 03-7734-0843
http://www.dme-vehicle.org/   postmaster@dme-vehicle.org http://www.nerc-tokyo.com/  postmaster@nerc-tokyo.com

スウェーデンＶＯＬＶＯ
ＤＭＥトラック（2005年、
2007年）バクショー市で、
木質バイオマスから生産した
ＤＭＥでの走行を追究

８

中国・上海都市交通バス
2007年に10台を生産し、
2009年5月から営業路線（147号線）
で2台が運航を行っている。
ＤＭＥ大型路線バス（2009年5月）
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世界で初めて、ＤＭＥの
みで走る実用車両（鋼材
を縛るゴムバンドを回収
する）として稼働中

赤○数字の車両は、現在も公道走行可能な車両。

中国・山東省臨沂市
の山東久泰科技は、
バス、乗用車などで
走行中

車型：ＮＰＲ７５（いすゞエルフ）
2009年度、2台を製作しました。

GVW８ton 積載重量約3.25～3.3トン
燃料タンク：１３５Ｌ ２本
航続距離約500～600ｋｍ
排ガス：ポスト新長期規制以下
重量車燃費基準相当CO2達成

株式会社いすゞ中央研究所

国土交通省ＤＭＥ実証運行モデル事業体制




